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一
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．
，
　
　
，
甲
．
　
　
　
．
冷
　
．
、
陶
一
§
昏
　
■
「
顔
著
、
F
ぜ
」
，
h
．
閲
　
層
賃
5
1
；
幕
り
罵
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
激
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一
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暁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
F

6

聖
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
“
し
鵬
㌔
，
摺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

号
5
9
第

　
　
　
　
　
場
　
所
難
　

役
場
で
は
九
月
一
日
付
で
職
員
の
配
置
替
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ら
東
郷
粒
役
場
職
員
配
置
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
に
よ
る
現
在
の
村
長
の
事
務
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
機
関
及
外
局
の
分
担
は
次

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
ゆ
回
栖
村
長
黒
木
松
美
隔
．
一
助
役
渡
辺
鶴
春
・
攻
入
役
藤
崎
今
朝
男
．
教
育
長
塩
月
儀
市

（
室
局
）
名
課
（
室
局
）
長

係
　
名
識
（
長
）
主
任

係
　
　
　
　
　
　
　
員

農
協
再
建
に
思
う
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
東
郷
農
業
協
同
組
合
長
　
黒
．
木
松
美

総
務
課
木
村
　
　
誠

畳
畳
森
紀
世
（
使
丁
）
離
描
　
　
　
　
　
　
、
兼
草
野
昭
二
鱗
籠
齪

経
済
課

三
源
一
州

撒
藩
久
離

貞
夫
清
水
清
、
兼
海
野
勝

土
木
課

福
良
善
男 土

木
建
築
耕
地
林
．
務

懸
盤
ポ
書
眉

甲
斐
久
生

税
務
課

笙
瀬
春
美

濃
蝿
融
雪
童、

矢
野
恵
美
子
文

保
険
斑
寺
原

日
韓
本
キ
・
・
、
寺
憂
栄

鰻
τ
一
遷
す
務
ー
声
嚢

レ
　
　
　
　
麟
、
寺
原
恵
　
　
　
医
　
、
　
　
　
に
つ
い
て
は
省
略

出
納
室

収
入
役
兼
務

会
計
餐
入
費
霧
　
・
・
大
石
和
手

く
我
々
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
再
建
の
為
、
努
力
致
す
覚
悟
で
、
は
り
き
っ
て
居
ま
す
。
組
合
員
皆
様
方
の
此
の
後
と
も
・
絶
大
な
る
御
協
力
を
御
願
い
申
上
ぐ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

会
事
務
局

木
村
映
一

「

委
員
会

「
　
葺
操矢野
久
利

…
§
．
薯
＝
蓬
騨
＝
”
≡
一
．
一
剛
．
毒
看
一
一
2
毒
§
善
垂
三
口
§
韮
華
㎡
…
議
　
会
　
報
　
告
…
…
・
≡
≡
・
§
≡
一
・
一
・
§
≡
3
冒
≡
3
言
≡
吻
署
＝
垂
…
≡
§
暮
…

育
委
員
会
　
　
　
p
～

徽
育
長
兼
務
　
　
　
、
　
，

踊
難
叢那

須
幸
雄

挙
管
理
員

冨
　
　
　
新
名
秋
二
、
森
紀
世

3
　
　
　
）
　
0

励圃蛛
D
圏
日
疇
．
圏
．
田
賜
層
嗣
順
日
口
蜀
鋸
日
層
口
．
．
．
．
ロ
鳳
国
．
．
．
簡
国
国
日
．
翻
．
罵
．
．
噌
．
．
．
．
隔
．
．
．
．
．
．
朧
．
．
．
9
．
．
．
口
鱒
．
．
・
幽
幽
口
．
圏
．
．
．
．
嘱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
覚
げ
6
1
㎝
．
　
　
　
　
　
－
，
繍
蕪
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
援
　
　
　
　
　
，
瀬
視
開
　
麟
脚
　
　
　
　
－
譲
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
董
諮
譜
望
邑
・
邑
ぎ
§
■
・
。
署
。
言
霊
§
喜
≡
．
■
■
§
言
．
。
蓋
暑
き
…
，
　
　
朋

■
■
雷
刷
■
雪
田
＝
．
＝
陶
■
鋤
隅
隅

　
　
　
　
　
　
F
　
　
　
・
　
　
　
　
転
込
．
三
五
多
幽
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撃

奪
彰
’
ノ
　
　
噛
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一
本
年
も
台
風
の
被
奪
な
く
・
，

．
い
よ
い
よ
稲
の
攻
穫
期
に
な
っ

て
御
多
忙
の
こ
と
と
思
い
ま
す

こ
の
機
会
に
、
空
巣
ね
ら
い
や

粗
悪
の
品
物
を
行
商
す
る
者
が

や
っ
て
き
ま
す
の
で
、
だ
ま
意

れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に

家
に
は
留
守
番
を
お
く
な
ど
・

被
害
に
か
、
ら
ぬ
よ
う
、
御
用

心
を
願
い
ま
す
。

◇
柿
が
色
づ
く
こ
ろ
に
な
る
と
’

　
き
ま
っ
て
裏
の
林
の
梢
に
モ

　
ズ
が
来
て
か
ん
高
い
声
で
哺

　
く
。
山
畑
に
は
ソ
バ
が
真
白

　
に
咲
く
、
田
圃
に
黄
金
の
波

　
が
た
望
よ
う
。
実
り
の
秋
で

　
あ
る
。

◇
幾
度
か
発
生
し
た
台
風
は
本

　
年
も
の
が
れ
て
豊
年
や
み
る

　
こ
と
は
誠
に
う
れ
し
い
こ
と

　
で
あ
る
が
伊
勢
湾
台
風
に
よ

　
る
東
海
地
方
の
大
被
害
を
思

　
う
時
、
こ
う
し
た
豊
年
の
年

　
に
こ
そ
心
を
引
き
締
め
て
不

　
幸
の
年
の
備
え
を
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

　
「
貯
蓄
あ
れ
ば
憂
え
な
し
」

　
冗
費
を
は
ぶ
い
て
貯
蓄
し
よ

　
う
。
　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
え
な

　
し
」
防
災
に
つ
と
め
て
備
養

　
し
よ
う
。
　
　
・
　
　
・

◇
村
青
協
の
体
育
大
会
に
つ
づ

、
い
て
村
村
前
小
、
中
学
校
の

・
運
動
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
．

　
親
も
子
供
も
楽
し
い
旧
註
を

　
す
ご
す
ご
と
が
で
き
た
。

　
運
動
会
は
ど
て
ま
で
も
学
校

　
敦
育
の
大
事
な
行
事
で
あ
る

　
の
に
行
楽
気
分
で
見
学
す
る

　
者
も
、
ま
だ
あ
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

　
ち
よ
い
く
見
受
ら
れ
て
、

　
さ
び
し
い
思
が
す
る
。

◇
十
一
月
三
日
「
文
化
の
日
」

　
に
村
内
各
分
館
単
位
で
排
球

　
大
会
が
行
わ
れ
る
そ
う
だ
。

　
本
村
で
は
初
め
て
の
く
わ
だ

　
て
で
本
村
社
会
体
育
に
新
し

　
い
歴
史
が
創
ら
れ
る
の
で
あ

　
る
。技

の
上
手
下
手
は
問
題
で
は

　
な
い
体
育
を
楽
し
む
る
心
こ
　
・

　
そ
大
事
で
排
球
を
共
に
す
る

　
こ
と
に
よ
っ
て
生
れ
出
る
櫨

同
の
精
神
が
尊
ば
れ
る
の
で

　
あ
る
。
老
い
も
．
若
き
も
こ
ぞ

　
つ
て
参
加
し
て
「
文
化
の
日
」

を
祝
し
な
が
ら
楽
し
い
一
日

を
送
る
こ
と
に
し
よ
う
．

　
菊
の
日
球

　
　
は
ず
み
声
こ
だ
ま
す

　
「

’

／、
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W1

小
学
稜
の
』
国
語
』
に
つ
い
て

小
学
校
の
国
語
科
で
は
児
童
の

生
活
を
重
ん
じ
、
児
童
の
欲
求

や
必
要
に
基
い
て
、
国
語
の
能

力
を
伸
ば
し
て
い
こ
う
と
す
る

根
本
の
立
場
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
少
し
も
変
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
小
学
校

の
国
語
科
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

立
場
の
上
に
立
ち
、
そ
れ
を
認

の
た
上
で
部
分
的
に
不
備
な
点

を
改
め
た
と
い
う
だ
け
で
す
。

即
ち

一
、
目
標
に
「
言
語
生
活
の
向

　
上
を
図
る
こ
と
」
を
か
か
げ

　
た
こ
と

2
、
発
音
、
文
字
、
表
記
な
ど

　
を
系
統
的
発
展
的
に
示
し
た

　
一
こ
と

3
、
今
ま
で
教
育
漢
字
八
八
一

　
字
は
六
年
ま
で
に
教
え
れ
ば

　
よ
か
っ
た
の
と
今
度
は
学
年

　
に
配
当
し
た
こ
と

4
、
低
学
年
か
ら
多
く
の
漢
字

　
を
学
習
す
る
よ
う
に
し
た
こ

　
と

5
、
作
文
の
指
導
程
度
を
示
し

　
た
こ
と

6
、
二
三
エ
子
を
必
修
と
し
た

　
こ
と

等
で
あ
り
ま
す
。

　
漢
字
の
学
年
別
配
当
は

、
幽
　
年

　
一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
日

　
月
火
水
木
勅
旨
左
右
上
下
大

　
中
小
目
三
口
手
足
人
子
女
先

　
生
赤
青
白
山
川
田
森
雨
花
本

　
正
（
四
六
字
）

二
　
年

　
明
円
王
冠
何
夏
一
会
海
外
学

　
問
野
臥
休
中
京
玉
空
犬
見
元

、
戸
日
工
光
行
考
校
高
合
谷
国

　
寺
今
一
糸
思
一
字
時
三
秋
出

　
春
書
少
色
心
去
声
夕
切
雪
乞

　
前
説
早
走
草
村
多
男
池
知
竹

　
虫
町
長
鳥
天
冬
東
道
読
羽
入

　
年
三
三
半
三
三
風
分
回
米
歩

　
母
方
北
名
明
毛
日
夜
二
乗
来

　
力
立
林
語
（
一
〇
五
字
）

三
　
年

　
悪
安
暗
意
引
運
駅
園
丁
屋
温

　
化
科
荷
歌
調
回
区
界
開
絵
角

　
活
惚
感
岸
帽
額
記
起
期
等
身

　
三
級
球
去
魚
教
強
橋
局
近
銀

三
分
兄
分
計
決
県
研
原
庫
午

後
語
公
広
交
向
黄
号
卓
才
紅

白
止
仕
市
死
使
始
量
感
寺
自

　
事
持
室
実
意
寒
冒
主
取
首
最

終
週
集
住
重
所
暑
助
昭
勝
乗

場
食
申
身
新
深
進
親
図
数
世

星
学
船
回
送
太
体
内
第
炭
茶

教
育
長
　
塩

　
着
注
柱
昼
通
弟
鉄
店
訓
電
都

　
度
刀
当
投
島
答
頭
同
動
肉
筆

　
三
尺
売
畑
発
坂
面
谷
皮
美
表

　
病
品
負
物
聞
計
算
勉
毎
妹
万

　
鳴
面
野
役
由
遊
身
様
曜
落
第

　
里
理
説
旅
両
舌
和
（
一
八
七

　
宇
）

四
年

　
愛
案
衣
以
囲
位
医
委
育
印
影

　
院
鉱
層
浄
塩
横
監
置
芽
改
械

　
階
害
覚
官
関
館
観
願
喜
喜
旗

　
器
機
宮
挙
共
協
鏡
競
業
曲
極

　
具
郡
割
当
軽
芸
血
結
建
言
固

　
湖
幸
航
港
告
差
祭
菜
器
材
昨

　
刷
四
散
産
残
士
史
司
姉
歯
詩

　
正
式
失
写
借
断
酒
種
州
拾
習

　
順
初
消
唱
詠
章
照
焼
植
臣
信

　
真
成
清
勢
静
整
席
積
節
線
戦

　
選
然
争
相
速
野
臥
降
卒
臨
監

　
打
藁
葺
代
題
達
短
談
治
置
帳

　
調
四
丁
定
底
停
庭
的
転
徒
努

　
町
勢
等
比
細
断
働
内
覧
農
反

　
飛
悲
費
鼻
必
氷
秒
不
評
付
府

　
部
服
福
二
別
変
便
包
放
法
忌

門
味
脈
民
命
玉
薬
油
有
勇
予

　
洋
陽
利
陸
良
料
緑
輪
類
冷
歴

　
列
連
練
路
老
労
録
（
二
〇
五

　
字
）

五
年
　
　
　
　
。

圧
易
胃
移
因
栄
永
書
割
灘
崎

往
応
億
恩
仮
想
河
北
価
課
喫

緊

儀

市

　
電
解
斜
格
確
完
三
管
慣
希
寄

　
規
紀
技
義
議
久
求
救
旧
居
許

　
漁
興
下
心
句
愚
意
型
経
欠
件

　
健
験
限
様
々
護
功
厚
候
康
講

　
鉱
三
際
三
三
雑
参
蚕
酸
賛
氏

、
支
示
志
師
似
辞
識
質
舎
謝
収

　
周
三
宿
弓
術
準
序
承
省
常
情

　
織
上
政
精
製
責
三
法
接
設
説

　
上
銭
祖
薮
鴬
想
総
造
象
像
増

　
下
側
測
帯
貸
単
団
築
養
君
腸

　
低
書
典
伝
統
薄
暑
特
需
独
任

　
念
燃
能
破
三
倍
三
飯
比
非
肥

　
玉
筆
俵
票
酒
害
布
婦
武
別
復

　
仏
兵
辺
編
三
保
三
三
貿
牧
満

　
三
無
省
議
三
輪
綱
要
容
愚
民

　
留
量
三
智
例
（
一
九
四
字
）

六
年

　
異
遺
壱
営
益
延
可
我
革
拡
額

　
株
刊
幹
歓
眼
基
三
二
逆
旧
供

　
境
勤
禁
訓
糸
敬
潔
券
兼
険
検

　
絹
憲
権
減
厳
野
臥
誤
后
孝
効

　
皇
三
盆
穀
混
山
雪
妻
採
済
財

　
罪
策
至
尊
視
詞
資
児
釈
授
需

　
宗
衆
就
同
一
純
処
諸
除
招
称

証
条
状
職
仁
推
是
三
聖
誠
税

　
舌
絶
宜
重
訂
創
超
俗
属
存
損

尊
退
態
断
忠
著
賃
身
程
展
落

丁
三
徳
届
難
弐
認
納
派
開
張

判
版
否
評
富
複
奮
陛
補
墓
豊

未
盟
訳
預
欲
律
率
略
監
論

　
　
　
　
　
（
一
四
四
字
）

飼
落
の
体
育
莚
頁
並
に
関
「

　
係
団
体
と
相
談
し
て
き
め

　
る
こ
と
。

2
、
こ
の
試
合
は
選
手
玉
成

　
の
た
め
の
も
の
で
な
く
、

　
将
来
社
会
体
育
を
伸
ば
す

た
め
の
一
つ
の
機
会
と
す

る
。な

お
当
日
は
婦
人
の
部
落

対
抗
継
走
大
会
も
同
時
に

行
う
。

部
落
対
抗
バ
レ
ー
大
会

　
勤
務
し
て
い
る
者
は
含
ま

．
な
い
。

2
、
チ
ー
ム
員
数
は
九
名
と

　
し
別
に
監
督
一
名
を
お
く

3
、
チ
ー
ム
構
成
は
男
女
別

　
に
左
の
年
令
制
限
を
設
け

　
る
。

　
満
二
十
六
才
～
三
十
才
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
名

　
満
三
十
一
才
～
四
十
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
戸

　
満
四
十
一
才
～
五
十
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
名

　
満
五
十
一
才
以
上
一
名

　
　
一
分
館
（
区
）
男
女
各
日

　
チ
ー
ム
を
原
則
と
す
る
も

　
大
き
な
区
に
お
い
て
は
、

　
こ
の
限
り
で
な
い
。
．

　
試
合
方
法

　
　
三
セ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
と
す

　
る
。

2
、
男
女
別
に
ト
ー
ナ
メ
ン

　
ト
戦
と
す
る
。

　
そ
の
他

　
　
分
館
の
各
チ
ー
ム
の
構

、
戒
に
当
っ
て
は
館
長
と
部

東
郷
村
青
年
野
球
を
観
て

八
月
十
七
日
、
十
八
日
（
旧
盆

十
四
、
五
巨
）
の
二
日
に
わ
た

り
東
郷
村
青
年
団
が
、
今
年
も

亦
野
球
試
合
を
行
う
と
い
う
の

　
一
、
試
合
組
合
（

優
勝

鶴
の
内

　
　

福
　
瀬

長
　
渡
．
冠
　
山

で
、
私
は
二
日
間
観
戦
し
ま
し

た
の
で
其
の
成
績
と
感
想
と
批

評
と
を
左
に
簡
単
に
申
し
述
べ

ま
す
。

）
中
の
数
字
は
得
点

艶
田
π
無
難
最
艶
九
晟

　
一
般
村
民
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
、
奮
っ
て
御
参
加
下
さ
る
よ
、

う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
記
．

一
、
趣
旨
、
明
朗
で
健
康
に
富

　
ん
だ
生
活
を
確
立
す
る
た
め

　
こ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
も
つ
役
割

　
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ

　
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

　
部
落
並
び
に
地
域
の
ス
ポ
ー

　
ツ
振
興
を
図
り
健
全
な
家
庭

　
と
社
会
を
つ
く
る
た
め
本
大

　
会
を
開
催
す
る
。

二
、
期
日
十
一
月
三
日
年
前

　
　
　
　
　
九
時
よ
り

三
、
場
所
　
東
郷
小
学
校

四
、
出
場
チ
ー
ム
　
　
　
　
　
　
六
、

　
1
㌦
各
分
館
（
区
）
毎
男
女
各

　
　
一
チ
ー
ム

五
、
チ
ー
ム
構
成

　
　
　
村
内
在
住
の
一
般
社
会

　
　
人
で
あ
る
こ
と
。

　
．
た
ゴ
し
学
生
及
び
、
官
公

六
回
戦

臨
）
断
割
遜
h
鎗
W
｝
埼
貯
ル

鎚
」
謄
）
深
…
u
鐸
”
畿
w
挿
ル
．

鶴
の
内
七
回
戦…

垂
目
　
晶
〃
響
董
｝
桓
飼
ル

以
上
の
成
績
を
以
て
結
局
、
今

年
は
鶴
の
内
チ
ー
ム
が
9
～
5

の
ス
コ
ア
ー
で
優
勝
致
し
ま
し

た
。
昨
年
準
決
勝
で
敗
退
し
た
幽

鶴
之
内
チ
ー
ム
が
、
今
年
は
昨

年
の
優
勝
チ
ー
ム
福
富
を
破
っ

て
優
勝
し
た
の
は
其
の
試
合
運

び
を
覧
て
い
る
と
如
何
に
練
習

し
た
か
ゴ
眼
に
見
え
て
判
然
と

し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
ど
の
チ
：
ム
も
昨
年
…

よ
り
一
段
と
向
上
進
歩
し
て

い
ま
し
た
が
、
田
の
川
チ
ー
ム

と
八
重
原
チ
ー
ム
の
ニ
チ
ー
ム

丈
は
練
習
不
足
の
感
が
致
し
ま
・

し
た
、
来
年
は
よ
り
以
上
に
練

習
量
を
重
ね
ら
れ
ん
事
を
望
む

次
第
で
あ
り
ま
す
。

練
習
す
る
に
も
、
よ
い
球
場
を

持
た
な
い
羽
坂
チ
ー
ム
が
、
カ

く
も
上
達
し
た
の
は
不
思
議
に

景風ム二
二

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
後
で
よ
｝

■
く
聞
き
ま
す
と
川
原
で
練
習
や

つ
た
由
、
道
理
で
八
月
七
日
の

大
水
の
時
に
野
球
ボ
ー
ル
が
、

い
く
つ
も
流
れ
て
ま
し
た
、
之

は
多
分
同
チ
ー
ム
が
竹
野
に
打

込
ん
で
見
当
ら
な
か
っ
た
球
で

あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

殊
に
同
羽
坂
チ
ー
ム
は
、
服
装

も
正
式
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
全
員

揃
っ
て
着
用
し
て
い
て
、
ほ
ん
・

．
と
う
に
気
持
よ
く
感
じ
、
ま
た

羽
坂
部
落
が
如
何
に
青
年
野
球

　
に
熱
を
入
れ
て
い
ら
れ
た
か
も

伺
わ
れ
ま
し
て
共
に
嬉
し
く
存

じ
ま
し
た
“

．
次
に
各
チ
ー
ム
申
に
て
特
に
其

プ
レ
ー
の
あ
ざ
や
が
で
眼
立
つ

・
た
選
手
を
あ
げ
ま
す
と
、
投
手

で
は
福
瀬
の
塩
月
君
、
羽
坂
の

沖
田
君
、
捕
手
で
は
鶴
の
内
の

塩
月
君
、
・
遊
撃
手
で
は
福
瀬
の

新
名
君
．
一
塁
手
小
の
田
の
甲

斐
血
筋
、
二
塁
手
小
の
田
の
井

上
君
、
三
塁
手
鶴
の
内
の
児

．
玉
看
、
右
翼
手
福
瀬
山
本
直
、

…
中
堅
手
福
瀬
、
塩
月
君
、
左
翼

手
福
瀬
、
糸
平
君
等
が
眼
立
ち

ま
し
た
。

最
近
は
ス
ポ
ー
ツ
が
段
々
盛
ん

に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

五
年
後
に
は
世
界
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
も
日
木
で
挙
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ツ
の
申
に
て
観
て
最
も
面
白
い

の
は
何
ん
と
云
っ
て
も
野
球
で

あ
ら
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
面
白
い
野
球
を
何
ん
で
観

に
来
ん
の
だ
ら
う
、
何
で
ラ
ジ

オ
の
放
送
を
入
れ
て
澗
か
ん
の

だ
ら
う
と
私
は
不
思
議
に
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
観
て
も
聞

い
て
も
判
ら
ん
か
ら
見
ざ
る
聞

か
ざ
る
で
は
な
か
ら
う
か
と
思

薗
い
ま
す
。

…
私
は
社
会
体
育
が
大
い
に
叫
ば

一
れ
て
い
る
今
日
、
村
民
も
も
つ

・
と
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
と
理
解
を

も
つ
て
野
球
に
限
ら
ず
、
す
べ

ス
ポ
！
一
て
の
体
育
の
向
上
に
力
を
注
い

で
全
村
民
が
健
全
な
る
精
神
と
・

体
格
を
有
す
る
村
に
仕
立
て
た
・

い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

牧
水
郷
土
歌
碑
の
讃

婚
姻
ニ
カ
月
後
の
明
治
妬
年
7

月
、
父
危
篤
の
報
に
新
婦
を
残

し
て
帰
郷
し
た
牧
水
は
、
傷
魂

の
葬
送
を
済
ま
す
と
近
親
か
ら

．
『
此
ま
ま
家
に
止
ま
っ
て
頽
勢

の
立
直
し
や
老
母
の
撫
養
』
を

せ
が
ま
れ
、
憂
悶
の
日
々
を
重

…
ね
た
が
、
遂
に
天
賦
の
文
筆
に

活
き
て
名
を
成
し
〃
孝
〃
を
終

え
ん
と
決
意
し
、
涙
の
快
を
払

っ
て
翌
年
5
月
上
京
し
た
。

其
間
の
心
の
暗
影
が
『
ふ
る
さ

と
．
の
尾
鈴
の
山
の
悲
し
さ
よ
』

　
で
　
　
も
　
　
う
　
　
り
　
　
も

の
む
せ
び
の
声
と
な
っ
て
刻
ま

れ
た
〃
録
音
〃
こ
そ
、
一
生
家

近
い
丘
上
の
巨
嚴
（
常
ゼ
彼
の

練
想
、
安
息
の
場
）
を
、
其
ま

ま
台
屋
に
し
た
ゆ
か
り
ゆ
か
し

い
郷
土
歌
碑
1
1
口

　
　
　
　
◇
　
　
◇

○
君
帰
省
（
か
へ
）
り
て
煩
（
わ

　
づ
ら
）
ふ
家
事
を
佗
び
し
ら

　
に
山
に
む
か
へ
ば
山
亦
悲
し

○
山
ふ
か
く
老
い
さ
ぶ
母
を
、

　
都
べ
の
ま
ぶ
た
の
妻
を
と

　
視
つ
　
か
く
視
つ

○
こ
の
歌
碑
や
苔
の
香
も
古
る

　
そ
の
か
み
の
壮
（
さ
か
）
り
し

　
君
が
甲
立
（
と
こ
た
ち
）
の
丘

海
　
野
　
実
　
門

○
に
ほ
や
か
に
詩
魂
ま
ぶ
か
く

　
ち
り
ぜ
め
し
三
石
ぷ
み
の
久

．
遠
（
く
お
ん
）
の
光
り

○
手
を
触
り
て
い
は
ほ
の
冷
え

　
も
な
つ
か
し
や
彼
が
体
温
か

　
つ
て
宿
せ
し

0
苔
蒼
（
あ
を
）
き
岩
が
根
時
に

’
酔
醒
め
に
回
り
た
る
君
が
移

　
り
香
の
あ
と

○
ま
ぼ
ろ
し
ゃ
い
は
ほ
に
寝
ま

　
る
誰
が
姿
（
か
げ
）
ぞ
顧
れ
ば

　
尾
鈴
霞
こ
め
た
り

○
さ
や
さ
や
と
尾
鈴
干
し
に
秋

　
ふ
か
む
峡
（
が
ひ
）
ひ
そ
や
か

　
に
鎮
（
し
づ
〉
む
う
た
ぶ
み

「）”7▼ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ、ρ．’「暫

世の中を明るく

　　　　するために

赤い羽根募金
’に協力しましよう

、

　
　
百
旦
咳
と
ヂ
フ
テ

　
　
リ
ヤ
の
予
防
接
種

子
供
の
大
敵
で
あ
る
百
日
咳
と

ヂ
フ
テ
リ
ヤ
の
予
防
注
射
を
十

月
末
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
行

い
ま
す
。

可
愛
い
子
供
達
を
恐
ろ
し
い
病

気
か
ら
守
る
た
め
に
残
ら
ず
接

種
し
て
下
さ
い
。

一
、
生
後
三
カ
月
か
ら
満
二
才

　
ま
で
の
乳
幼
児

…
　
（
昭
和
三
十
二
年
十
月
一
日

…
か
ら
昭
和
三
十
四
年
六
月
三

一
　
十
日
置
で
に
生
れ
た
平
供
）

一
二
、
来
年
に
小
学
に
入
学
す
る
．

　
幼
児

三
、
小
学
六
年
に
在
学
中
の
児

　
童

部
落
窪
日
程
は
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

●
冥

瞬
、
塀

　　

@　

@　

@
世
羅

隔．

1・、

ド
．
↓
　
．
t
，翫

、
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牧
水
祭
短
歌
書
入
：

　
選
歌
（
応
募
歌
一

　
四
四
首
）
漢
水
過

　
　
坪
．
谷
　
　
矢
野
文
雄

（
天
）
稲
熱
病
よ
り
た
ち
直
り

　
　
　
つ
つ
若
芽
立
尖
り
鋭
く

　
　
　
伸
び
い
そ
ぎ
た
り

　
　
北
方
村
　
　
甲
斐
静
雄

（
地
）
妻
と
吾
埃
に
ま
み
れ
畠

　
　
　
を
打
つ
一
雨
来
ら
ば
大

　
　
　
根
蒔
か
む

　
　
山
陰
　
　
高
木
け
い
子

竈
の
火
焚
き
つ
け
て
仰
ぐ
峡
の

空
白
み
そ
め
つ
つ
星
の
光
れ
り

　
　
坪
　
谷
　
　
若
林
博
信

陽
が
入
れ
ば
俄
か
に
寒
し
峡
間

田
の
手
に
刈
る
稲
は
し
め
ら
ひ

深
し

　
　
門
川
町
　
　
山
本
　
　
信

（
人
）
と
も
か
く
も
父
子
物
乞

　
　
　
あ
は
れ
に
て
た
め
ら
ひ

　
　
　
つ
つ
も
銭
あ
た
へ
た
り

　
　
都
農
町
　
　
黒
木
　
　
実

九
号
は
逸
れ
た
る
如
し
明
方
の

海
鳴
り
少
し
和
ら
ぎ
て
来
ぬ

　
　
坪
谷
　
　
矢
野
・
矢
柄

一
町
歩
の
稲
田
が
花
を
揃
え
た

り
今
朝
台
風
ナ
一
号
発
生
の
放

送
を
き
く

　
　
南
郷
村
　
　
生
田
夜
詩
秋

大
根
の
種
蒔
き
終
へ
て
汗
ふ
け

ば
山
む
ら
さ
き
に
暮
れ
て
行
く

な
り
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
坪
　
谷
　
　
若
林
　
博
信

田
に
引
か
れ
流
れ
と
ぎ
れ
し
大

内
川
の
底
か
わ
き
り
2
夏
め
き

に
け
り

笹
む
ら
を
ぬ
ら
し
し
っ
か
に
ゆ

く
霧
の
中
に
見
え
つ
つ
う
す
き

秋
の
陽．

同
回

　
　
　
　
．
東
郷
　
　
や
ま
し
生

今
夜
独
り
で
山
小
屋
ど
ま
り
渋

茶
ば
か
り
で
目
が
冴
え
る

山
の
高
さ
よ
論
る
る
川
よ
恩
に

着
よ
と
は
言
い
は
し
な
い

私
し
や
馬
鹿
だ
と
言
わ
れ
た
時

．
は
黙
っ
て
二
十
の
指
を
見
る

旅
に
出
た
折
り
や
留
守
が
気
に

か
か
る
里
は
ど
こ
か
よ
尾
鈴
山

火
事
で
煙
草
の
火
は
つ
け
ら
れ

ぬ
火
事
の
火
元
は
煙
草
で
も

笑
い
顔
な
ら
．
し
わ
く
ち
ゃ
婆
も

つ
ん
！
～
娘
に
勝
り
ま
す
」

弁
は
達
者
で
体
も
丈
夫
百
舌
鳥

は
悲
し
や
爪
が
あ
る

山
の
陰
と
て
ざ
っ
と
見
て
く
る

る
な
心
遜
る
陽
も
当
る

紅
葉
す
か
し
て
照
る
お
日
様
の

か
げ
て
働
く
わ
し
ゃ
山
師

山
の
中
に
も
い
も
り
に
わ
く
ど

腹
の
黒
い
に
赤
い
奴

山
の
石
南
花
う
す
紅
さ
し
て
誰

に
見
し
ょ
う
と
房
に
咲
く

牧
水
祭
応
募
歌

　
北
方
村
横
峯
　
甲
斐
　
静
雄

．
炎
天
に
も
め
げ
ず
呼
び
交
う
電

工
等
の
声
た
く
ま
し
く
頭
上
に

聞
ゆ

工
弓
場
の
行
き
来
の
度
に
歩
を

止
め
て
屋
根
塗
ゐ
人
の
暑
さ
を

し
の
ぶ

　
　
　
　
仲
深
杉
田
与
三
郎

先
き
山
の
杉
の
林
に
夕
陽
さ
し

降
り
け
る
雨
も
い
つ
し
か
や
み

ぬ秋
そ
ば
の
花
白
く
咲
く
山
畑
に

ご
ぼ
れ
き
さ
げ
の
紫
め
花

夕
つ
き
て
光
乏
し
き
谷
川
瀬
々

に
こ
も
れ
る
音
の
さ
や
け
き

　
　
　
　
山
陰
　
高
木
け
い
子

竹
山
の
し
じ
ま
に
ひ
そ
む
冷
や

か
さ
軽
き
音
し
て
秋
の
雨
ふ
る

山
畑
の
風
に
吹
か
れ
て
い
こ
い

つ
つ
疲
れ
て
小
さ
き
吾
が
足
を

見
ぬ

風
鈴
め
音
も
と
だ
え
て
ひ
る
さ

が
り
旋
風
機
に
鋒
う
す
だ
れ
涼

し
き

　
　
　
　
　
　
　
塩
丹
　
　
操

ひ
た
ば
し
る
汽
車
の
窓
辺
の
夕

暮
れ
に
そ
こ
は
か
と
な
く
す
ず

む
し
の
声

　
新
富
町
下
富
田
．
長
友
英
山

釣
竿
の
先
に
し
た
た
泉
蚕

吾
い
と
し
子
の
涙
に
も
似
訪
－
、

一
人
寝
の
旅
の
枕
に
遠
く
聞
く

吾
い
と
し
子
の
父
と
呼
ぶ
声

野
良
に
出
て
弁
当
開
い
て
箸
や

れ
ば
い
と
し
子
の
好
き
な
ハ
ム

入
れ
て
あ
り

　
　
　
　
坪
谷
矢
野
千
代
松

虹
に
向
ひ
手
を
振
り
お
ら
ぶ
手

等
の
影
が
夕
日
を
負
ひ
て
あ
ざ

や
か
に
見
ゆ

埋
立
工
事
お
ほ
か
た
す
み
し
築

港
の
土
堤
ひ
ろ
び
う
と
来
る
涼

風ま
た
も
破
つ
て
来
し
子
の
服
か

短
夜
を
借
し
み
縫
う
暗
き
灯
の

下初
秋
と
は
想
え
ぬ
今
日
の
炎
天

下
嬉
々
と
し
て
さ
え
ず
る
子
等

は
栗
林
の
中

朝
も
や
に
菜
車
引
き
行
く
夫
見

送
り
て
我
も
負
け
じ
と
馬
草
刈

り
行
く

台
風
季
暑
い
で
す
ね
云
い
交
ね

す
農
夫
の
面
に
曇
り
一
つ
な
き

南
郷
村
水
清
谷
生
田
夜
詩
秋

抵
抗
の
な
き
全
身
に
も
ろ
こ
し

の
葉
ず
れ
泌
み
ゆ
く
夕
暮
れ
分

道炎
暑
な
お
き
び
し
き
日
々
に
落

ち
つ
ぎ
て
地
に
ひ
た
つ
く
幼
な

栗
な
り

　
　
・
迫
ノ
内
黒
木
国
子

濃
き
霧
の
し
ず
か
に
消
ゆ
る
麓

田
に
朝
日
照
り
つ
つ
稲
が
出
穂

な
る

ダ
ム
工
事
の
真
夏
の
昼
の
き
び

し
く
て
機
械
の
影
が
岩
に
し
み

入
る
．

山
裾
の
炭
焼
窯
場
子
等
の
来
れ

ば
は
や
虻
の
尻
に
木
の
葉
さ
し

て
飛
ば
す

　
　
　
追
ゐ
内
黒
木
モ
ト
ェ

歩
み
寄
る
吾
児
と
あ
そ
べ
る
母

の
日
の
こ
の
幸
福
よ
永
く
あ
ぢ

し
め
　
　
　
、

父
去
り
て
幾
日
か
立
ち
ぬ
客
絶

え
て
今
管
を
百
合
の
さ
み
し
ぐ

匂
ふ

に
わ
か
雨
あ
と
き
わ
や
か
に
夕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
つ

晴
れ
て
墓
場
に
群
る
る
蜻
蛉
眼

に
映
ゆ

　
　
　
迫
ノ
内
黒
木
敏
夫

高
圧
線
の
巡
視
ど
な
れ
る
へ
つ

コ
プ
タ
ー
の
巻
く
プ
領
ペ
ラ
に

秋
風
ひ
く
し

萩
咲
け
る
野
路
に
飯
食
う
我
が

肩
に
さ
わ
ら
う
如
く
低
く
飛
ぷ

鷹が
ん

癌
ゆ
え
に
還
ら
ぬ
父
か
し
ら
b

ら
と
ね
む
る
額
の
素
直
を
憎
む

　
　
　
　
坪
谷
高
野
　
　
豊

村
有
林
上
り
て
見
え
る
坪
谷
村

山
に
囲
ま
れ
せ
ま
く
見
え

（
以
下
次
号
に
つ
づ
く
）
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